
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

   令和５年度補助金交付対象事業 
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協働のまちづくり推進事業補助金とは 
この補助金は、市民力を生かしたまちづくりの実現のために、多様な団体が連携・協働し、地

域課題解決を目指して自発的に取り組む公益的な事業を支援するための補助金です。 

ここでは、下記の二つに区分して令和４年度に募集し、審査を経て令和５年度に実施した事業

の内容を報告いたします。 

 

・協働事業…市民活動団体等が市以外の他の団体と連携および協働し自発的に取り組む公益的な

事業 

・アイデア提案事業…市民活動団体等が市との協働を提案して取り組む公益的な事業 

 

 

 

■令和５年度事業 活動報告 目次 

事業名 応募団体名 ページ 

まちねっとカフェ「よろず相談室」 

＜協働事業＞ 

代表団体：にしき傾聴クラブ 

1 
協働団体：NPO法人ブーゲンビリア 

多摩ホスピスの会 

外国人児童・生徒生活支援事業 

＜アイデア提案事業＞ 

たちかわ多文化共生センター（TMC） 

６ 
協働相手：立川市市民生活部市民協働課 

     立川市教育委員会指導課 

はじめての音楽会～心豊かに育つには 

＜アイデア提案事業＞ 

特定非営利活動法人 立川子ども劇場 

１１ 
協働相手：立川市産業文化スポーツ部 

地域文化課 

世界こどもの日 in立川～すべての子どもた

ちが幸せに生きるまちづくり啓発事業～ 

＜アイデア提案事業＞ 

世界こどもの日 in立川実行委員会 

１６ 
協働相手：立川市子ども家庭部 

子育て推進課 

※成果物等は、紙面の都合上、提出されたものの中から抜粋して掲載しています。 

 



 

 



１ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和５年度 協働事業＞ 
 

まちねっとカフェ「よろず相談室」 

 

補助金交付予定額： １１４，７００円 

補助金交付額（実績）：  ７１，１００円 

 

 

 

代表団体名：にしき傾聴クラブ 

協働団体：NPO法人ブーゲンビリア、多摩ホスピスの会 



２ 

よろず相談室 事業報告書 

 



３ 

よろず相談室 自己評価書 

 

 



４ 

よろず相談室 収支予算・決算 
 
 

収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

立川市補助金 １１４，７００ ７１，１００ 

団体負担金 １４，７００ ６７，６８９ 

寄 付 金 １００，０００ ３，４１１ 

合  計 ２２９，４００ １４２，２００ 

 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 

助 
対 
象 

経 

費 

講師等謝礼 １２０，０００ ４８，０００ 

消耗品費 ３０，０００ ５５０  

印刷製本費 ３０，０００ ４，２００ 

通信運搬費   

使 用 料 １５，４００ ８７，７００ 

保 険 料 ２，０００ １，７５０ 

交 通 費 ３２，０００  

小  計(A) ２２９，４００ １４２，２００ 

そ
の
他 

小  計(B)   

合  計(A)+(B) ２２９，４００ １４２，２００ 
 

 



５ 

よろず相談室 報告会Q&A 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．毎週開催されていて素晴らしいと感じた。週によって多少テーマが変わるかと思

うが、相談者の内容で特徴があったものや、参加者が集まったテーマとかはあっ

たか。 

A．相談に来られる人は今日はこのテーマだから来るというわけではないので週によ

って特徴のある相談内容があったわけではなかったが、第３週は看護師が来ると

周知しているので、実際に訪問看護師が入っている方の家族が来るということが

あった。毎回同じような相談をされていたが担当の看護師は丁寧に対応してもら

っていた。傾聴に努め相談者に寄り添うことが毎回共通していた。 

 

Q．今後は補助金がなくても活動していけるか。 

A．家賃等はかかっておらず、またボランティアが主であるので運営はしていける。 

 

Q．障害がある方や高齢者など様々な方が来られたようだが、その割合はどれくらい

か。 

A．第２週は元々ブーゲンビリアの回であり以前から癌患者やその家族が多かった。

それ以外は基本的には高齢者が多かった。 

 

Q．今後活動していく上で、訪問看護の団体が協働から外れてしまうことに何か支障

はあるか。参加者は男性、女性どちらが多かったか。 

A．この活動はあくまでボランティアであり具体的に問題については医療、介護につ

なげていくことになる。高齢者などの話し相手になることがメインの活動である。

参加者は圧倒的に女性が多かった。 



６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和５年度 アイデア提案事業＞ 
 

外国人児童・生徒生活支援事業 

 

補助金交付予定額： ５００，０００円 

補助金交付額（実績）： ２０８，８７７円 

 

 

 

団体名：たちかわ多文化共生センター（TMC） 

協働相手：立川市市民生活部市民協働課 

     立川市教育委員会指導課 



７ 

外国人児童・生徒生活支援事業 事業報告書 



８ 

外国人児童・生徒生活支援事業 自己評価書 

 



９ 

外国人児童・生徒生活支援事業 収支予算・決算 

 
収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 
決 算 額 

立川市補助金 ５００，０００ ２０８，８７７ 

会  費 ０ ０ 

寄付金 ５８０，０００ １，３１６，８００ 

他機関からの補助金 ５５０，０００ ２２１，０００ 

返金、預金利息等  ６，９４８ 

合  計 １，６３０，０００ １，７５３，６２５ 

 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 
助 

対 

象 

経 

費 

講師等謝礼 ２４０，０００ ４５，０００ 

消耗品費 １４８，０００ ３６，４５６ 

印刷製本費 ６０，０００ ３７，５８４ 

通信運搬費 １２，０００ １，８３０ 

使用料 ３０，０００ ６，３８７ 

保 険 料 ２７，０００ ２，７８０ 

その他 ０ ７８，８４０ 

小  計(A) ５１７，０００ ２０８，８７７ 

そ
の

他 小  計(B) １，１１３，０００ １，５４４，７４８ 

合  計(A)+(B) １，６３０，０００ １，７５３，６２５ 
 



１０ 

外国人児童・生徒生活支援事業 報告会Q&A 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．事業報告書にあるYSCグローバルスクールとの立ち位置の違いは。 

A．今回の活動は日本語教室なので日本語の語学力向上を目的としており、YSCは

教科の指導をして学力の底上げを目的としている。勉強が理解できなくなると

YSCに依頼することになる。 

 

Q．学生がボランティアをしているが学生は卒業してしまうと続けることは難しいか。 

A．学生ボランティアは卒業、就職すると辞めてしまことが多いが、同じゼミなどの

つながりで新しい学生が来てもらっているので、ある程度学生ボランティアの循

環ができている。 

 

Q．ボランティアになる人の資格や外国語の能力は必要なのか。 

A．資格や能力は不問で多文化共生に理解のある人を求めている。ボランティアには

日本語教師の経験がある人もいるので研修などをしている。 

 

Q．今回行政へのアイデア提案事業であったが、今後継続していくうえで行政への要

望などはあるか。 

A．令和6年度から立川市より委託を受けて事業をしている。委託事業として継続で

きることを希望している。 



１１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和５年度 アイデア提案事業＞ 
 

はじめての音楽会～心豊かに育つには 

 

補助金交付予定額： ４７５，２６０円 

補助金交付額（実績）： ３１０，４３９円 

 

 

 

団体名：特定非営利活動法人 立川子ども劇場 

協働相手：立川市産業文化スポーツ部地域文化課 



１２ 

はじめての音楽会～心豊かに育つには 事業報告書 

 



１３ 

はじめての音楽会～心豊かに育つには 自己評価書 

 



１４ 

はじめての音楽会～心豊かに育つには 収支予算・決算 
 

収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

立川市補助金 ４７５，２６０ ３１０，４３９ 

事業収入  ９７，５００ 

合  計 ４７５，２６０ ４０７，９３９ 

 
 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 

助 

対 

象 
経 
費 

講師等謝礼 ３９２，８８０ ３４１，０００ 

消耗品費 ２５，４００ １０，７２９ 

印刷製本費 １７，０００ ２２，９９５ 

通信運搬費 ２９，９８０ ２２，１５２ 

使 用 料 ０ ８，４３１ 

保 険 料 １０，０００ ２，６３２ 

小  計(A) ４７５，２６０ ４０７，９３９ 

そ
の
他 

小  計(B) ０ ０ 

合  計(A)+(B) ４７５，２６０ ４０７,９３９ 
 



１５ 

はじめての音楽会～心豊かに育つには 報告会 Q&A 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．今回イベントを有料で開催されたとのことでいいチャレンジだと感じたが、今後

の活動の展望があれば教えてほしい。 

A．0，1，2歳向けのイベントでお子さま有料は抵抗がある人がまだまだ多い。親

子の体験活動に価値を感じていただけるよう、SNSやクラウドファンディング

などで全国へ我々の思いを知っていただく活動にも力を入れていく。 

 

Q．クラウドファンディングを実施するきっかけなどを聞きたい。 

A．子ども劇場、親子劇場の活動が危機に瀕している。子どものうちから文化に触れ

る機会を作るため、自分たちが成功することにより立川市だけでなく文化を届け

ている団体を全国的に元気にしたいとの思いからクラウドファンディングを考

えた。 

 

Q．今回学習館での実施であると会場のキャパシティ上募集できる人数が少ないのか

と思った。大きい会場で参加者も増えればチケット代は安くできるのか。 

A．０・１・２歳の乳幼児に向けて創られた作品は現状の人数が鑑賞最適人数である。

先ずは親子に鑑賞体験の良さを浸透させていきたい。また立川市では文化イベン

トのチケットが売れないと言われており、大きい会場では現状集客は苦戦してい

る。 

 

 



１６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜令和５年度 アイデア提案事業＞ 
 

世界こどもの日 in 立川～すべての子どもたち

が幸せに生きるまちづくり啓発事業～ 

補助金交付予定額： ５００，０００円 

補助金交付額（実績）： ３３３，２８９円 

 

 

 

団体名：世界こどもの日 in 立川実行委員会 

協働相手：立川市子ども家庭部子育て推進課 

      



１７ 

世界こどもの日 in 立川～すべての子どもたちが幸せに生きるまちづくり啓発事業～ 

事業報告書 

 

 



１８ 

世界こどもの日 in 立川～すべての子どもたちが幸せに生きるまちづくり啓発事業～ 
自己評価

 



１９ 

世界こどもの日 in 立川～すべての子どもたちが幸せに生きるまちづくり啓発事業～  
収支予算・決算 

 

収  入                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

立川市補助金 ５００，０００ ３３３，２８９ 

事業収入 １００，０００ １００，０００ 

合  計 ６００，０００ ４３３，２８９ 

 

支  出                             単位：円 

科  目 予 算 額 決 算 額 

補 

助 

対 

象 

経 
費 

講師等謝礼 ２１５，０００ ７８，０００ 

消耗品費 ３５，０７９ ９５，９８０ 

印刷製本費 ７６，９７０ ８３，７３２ 

通信運搬費 １８，８７０ ２１，３７０ 

使 用 料 １１５，０００ ４，６００ 

保 険 料 ６，０００ 0 

委 託 料 ３３，０８１ ４９，６０７ 

小  計(A) ５００，０００ ３３３，２８９ 

そ
の
他 

小  計(B) １００，０００ １００，０００ 

合  計(A)+(B) ６００，０００ ４３３，２８９ 
 



２０ 

 

世界こどもの日 in 立川～すべての子どもたちが幸せに生きるまちづくり啓発事業～  
報告会Q&A 

※報告会での審査委員との Q&A を掲載しています。 

 

Q．別の団体同士が協働することに苦労をされたようだが、どこが主導すればよかっ

たのかなど改善するには何をすればいいか 

Ａ．理想を言えば行政に主導してもらいたいが普段の業務で忙しいので現実的ではな

いと思っている。その他の方法では社会福祉法人やＮＰＯ法人などの人員や給与

体系が整っている団体に事務局をしてもらえば、自分たちのようなボランティア

として活動している市民団体も動きやすくなる。 

 

Ｑ．計画では協働相手として市役所に期待することとして、様々な団体としての橋渡

しとあったが、実際どうであったか。 

Ａ．チラシを小中学校や各施設に配布したが、その際に橋渡し役をして頂きスムーズ

に配布することができた。場所として子ども未来センターを借りるときも早い段

階で手続きをすることができた。 

 



２１ 

令和５年度立川市協働のまちづくり推進事業補助金報告会 

和田清美審査委員長 講評 

 

  

ご報告お疲れ様でございました。ご報告いただいたのは、＜協働事業＞が１団体、＜アイデア

提案事業＞３団体でした。いずれの団体の報告も、この1年間の事業の成果が大変よくわかる内

容であり、本補助金交付の意義を再認識させるものでした。では、以下、審査委員会を代表して

講評させていただきます。 

 

 第 1報告は、＜協働事業＞３年目のにしき傾聴クラブ・ＮＰＯ法人ブーゲンビリア・多摩ホス

ピスの会による「まちネットカフェ『よろず相談室』」です。週1回の「よろず相談室」は前掲3

団体に加え、今年度は新たに１団体の参加があり、団体の連携が進んだことが示されました。ま

た、今年度は4回のイベントを開催し自主財源が得られ、補助金交付が終わる来年度以降の運営

に充てるとの嬉しいご報告がありましたことを言い添えます。 

 

 第２報告は、＜アイデア提案事業＞１年目の特定非営利活動法人たちかわ多文化共生センター

による「外国人児童・生徒生活支援事業」です。本事業は、市民生活部市民協働課および教育委

員会指導課との協働で実施され、外国人児童・生徒相談窓口や子ども日本語教室など精力的な事

業展開がご報告されました。この実績により令和６年度は市民生活部市民協働課の「委託事業」

が開始されるとのご報告がありました。さらなる展開を期待いたします。 

 

第 3報告は、＜アイデア提案事業＞３年目の特定非営利活動法人立川子ども劇場による「はじ

めての音楽会～心豊かに育つには～」です。本事業は、産業文化スポーツ部地域文化課との協働

で実施され、市内2か所での講演会とコンサートのセットでの公演を、初めて「有料」で実施さ

れたとのことでした。この試みを補助金交付が終わる来年度以降の事業運営のための方策として

高く評価するとともに、来年度以降の継続的活動を祈念いたします。 

 

 第 4報告は、＜アイデア提案事業＞１年目の世界こどもの日 in 立川実行員会による「世界こど

もの日～すべての子どもたちが幸せに生きるまちづくり啓発事業～」です。本事業は、子ども家

庭部子育て推進課との協働で実施され、ご報告は事前準備の段階とイベント当日のご苦労が伝わ

る内容でした。こども基本法の制定年に合わせた事業のため本年度限りですが、人権啓発にかか

わる行政との協働の意向が示され、今後の活動を期待いたします。 

 

以上のように、４団体からはいずれも今後の活動の道筋が示され、さらなる発展を期待させるも

のでした。なお、各団体の皆さまには質疑応答の際の審査委員の方々からのコメントや質問を今

後の活動に活かしていただければと存じます。最後に、あらためて４団体の皆さまに本日の報告

会へのご参加に対し感謝を申し上げ、講評とさせていただきます。 

 

 



 

報告会の詳細は、立川市ホームページへ 
立川市ホームページにて、報告会の詳細やようすを知ることができます。事業についても

っと知りたい方は、下記QRコードよりご参照ください。 

 

 

 

 

 

 

令和７年度実施事業を募集します 
市民協働課では令和７年度実施事業を募集します。下記 QR コードより、募集案内をご参

照ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊このプログラムに記載されている内容は、無断で転載しないでください。 

令和６年８月作成 

連絡・問い合わせ先： 立川市市民生活部市民協働課 

〒190-8666 立川市泉町１１５６－９（立川市役所２階） 

Tel 042-523-2111（内線2627）  Fax 042-527-8074 

団体連絡先（許可をいただいた団体のみ掲載しています） 

◆にしき傾聴クラブ 中村              nakamura.sf@gmail.com 

◆たちかわ多文化共生センター 細江      tmc@poppy.ocn.ne.jp 

◆NPO法人立川子ども劇場 小浜        tachikawa.kodomo.gekijo@gmail.com 

◆世界こどもの日 in立川実行委員会 中村  kiraricafe2017@yahoo.co.jp 


